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2009 年 12 月に第 1 巻がまず刊行され、第
2 巻以降も順次刊行中である（全 6 巻のう


















示しておく。第 1 章 総論（宮本又郎・粕
谷誠）／第 2 章 市場と企業（宮本又郎）
／関説 外国の会社制度（米山高生）／第
3 章 労働の管理と勤労観―農家と商家（友
部謙一・西坂靖）／第 4 章 ものづくりと
技術―連続（天野雅敏・山田雄久）／第 5
章 ものづくりと技術―断絶（鈴木淳）／ 
第 6 章 マーケティティングと物流（上村
雅洋）／第 7 章 金融ビジネス（粕谷誠）
／関説 外国の金融経営史（寺地孝之）／
第 8 章 経営主体の連続と非連続（谷本雅
之）。 
 日本経営史のシリーズものは、1976 年か
ら翌 77 年にかけて日本経済新聞社から全 5
巻で刊行されたもの、1995 年に岩波書店か
ら全 5 巻で刊行されたものに続き、今回の















には、95 年の岩波版第 1 巻に続き、相変わ
らず関心の高さがうかがわれる（第 2 章と
その後ろの「関説」）。またこれは今回の
第 1 巻に限ったことではないが、各巻に共
通して「関説」というやや分量の尐ないコ
ーナーが２本ほど設けられているが、それ
はそれぞれの直前の章について、欧米の経
営史を専門とする執筆者が、日本と比較し
た視点で欧米での事情に説明を加えるとい
うもので、このような海外との意識的な比
較研究のコーナーが盛り込まれたのも今回
のシリーズの１つの特徴となっている。 
他に第 1 巻で気になった点も尐し記して
おきたい。まず第 3 章は上述のごとく農業
経営史に多くの分量を割き、本巻でも際だ
った特徴を放つ部分であるが、近世の小農
成立に関連して「鎌倉時代から江戸時代に
かけて、家族という制度を必要とした事情
は何であったのだろうか」（101 頁）という
興味深い問題を設定した上で、貫高制での
貨幣経済事情（市場取引の費用がかさむ等）
のなかで、「市場の失敗から身を守るために、
農民は小規模な農家世帯を作り出し、さら
にその集団のセーフティーネットとして…
江戸時代における本格的な村請制への道が
開かれたものと考えると当時の社会のダイ
ナミズムがよくみえてくる。」との自説を展
開されているが、貫高制や村請制など中世
や近世史研究でも大きなテーマに関する大
胆な説を展開されている割には、やや実証
性に欠けるような印象を受けた。また第 4
章は近世から近代への連続性がみられた分
野について酒造業・醤油醸造業・織物業・ 
 
 
 
 
 
 
 
陶磁器業を取り上げる一方で、第 5 章では
逆に近世から近代への断絶面につき、製
糸・紡績・造船・兵器・機械製造の分野を
とりあげて説明がなされており、対照をな
す２章といえるが、連続性を扱う第 4 章で
はお雇い外国人ワグネルの指導で有田陶磁
器業が近代化を図り、また断絶面を扱う第
5 章ではブリュナを雇い入れて富岡製糸場
が設立・運営されるさまが記されているの
であるが、この富岡の箇所などは書きよう
によっては第 4 章の連続性を説く章に入れ
てもいいように思われた。また第 6 章は江
戸時代の商人の活動をマーケティングなど
の現代的な用語で説明されているのが新鮮
であり、江戸における引札を使った活発な
宣伝活動の説明などは非常に興味深かった。 
欧米との比較の視点で盛り込まれた「関
説」の部分なども興味深いものがあるが、
経営史学会関西部会の席上で橘川武郎氏
（一橋大学教授）が「今後はアジアとの比
較が１つのテーマになるだろう」という旨
の発言をされた。確かに現在躍進目覚まし
い中国や韓国（江戸期という意味では朝鮮）
との比較が盛り込まれていれば、より興味
深いものになっていたであろうと思う。 
ともあれ今回のシリーズはかなりの力作
ぞろいであることは間違いないであろう。
現在の経営史研究の水準を示すものとして、
一読を勧めたい。 
 
